
 

  

 
 
 
 

製品の概要 
OPEN STM®シリーズは、ネットワーク事業者の様々な通信サービスを監視し、統合監視システムの

基盤となる機能を提供する、ネットワーク事業者向けの業務系アプリケーションです。 

 OPEN STM DX（以下「DX」）は、業務処理の自動実行機能に AI系の機能を組み合わせた、

業務判断・操作を自律的に自動化・効率化するソフトウェア製品です。 

今日の情報通信業界では、NMS、SMS/Billing、CRM、プロビジョニング等の様々な OSS / BSS

が氾濫する一方で、これらを使いこなせる高スキル人材の高齢化＆自然減による貴重な運用ノウハウ

の消失リスクが増えています。更に、一部の人材への過度の業務偏重による労働条件の過酷化や、

非効率的な障害対応フローによる解約率の上昇・運用コストの肥大も見られます。 

DXは、これらの専門的で複雑な管理業務の多くを、ソフトウェア＆AIにより自動化・効率化します。 

DXの主な機能は、自動実行と自律改善の二つです。 

自動実行機能は、対象機器にログインしてのコマンド操作、トラップや Syslog等のアラーム解析、煩

雑なメール送受信作業、システム運用管理等、従来人間が行ってきた様々な操作をソフトウェアにより

自動実行し、運用担当者の日々の業務量を大幅に削減・効率化します。 

自律改善機能は、マニュアル

類や作業手順書＆記録簿、

過去の履歴情報等に基づき、

自動実行機能がワークフローと

いう表現形式でプログラムに置

換した様々な業務を、人手を

ほぼ介さずに、ソフトウェアが自

律的に改善し続けます。 
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製品の構成 

DXは、RHEL互換の Linux O/S上で動作します。

DXの Linux上の基盤部分には、各種の実績豊富な

オープンソースソフトウェア、開発ツール、各種 AI モデル

向け設定、NMS等が、柔軟に組み替え可能な形で構

成されています。 

DXの自動実行機能は、６つの基本機能と、個別の業務

要件により付加する１つ以上の拡張 Appにより構成され

ます。拡張 Appは、基本機能上で動作する、DXがワー

クフローとして実行する応用機能です。事業者は、特段の

著作権上の制約なく、既存の拡張 Appをそのまま使った

り、処理の流れや内容・画面表現の一部を修正したり、あ

るいは使えそうな所の良い所取り等々、自社のポリシーに

沿った形で、拡張 Appを柔軟に活用できます。 

 

留意事項 

DXの運用ライセンス数は、O/S等の各種アプリケーション実行環境上でアクティブに動作しているイン

スタンス（≒プロセス）のセット数を基準に算定され、法人数や組織数、拠点数、ネットワーク数には

依存しません。1運用ライセンスの規模的な上限は、各基盤製品の同種のポリシーに準じます。各拡

張 Appの規模上限は、各拡張 Appの個別仕様に準じます。１セットの各基盤機能を複数の実行

環境上に分散配置する場合、運用ライセンス数は１と見做されます。冗長 or ロードバランシング構成

時の予備系は、ライセンス数算定の対象外です。自律改善機能は、別途お問い合わせ下さい。 

その他のご不明点につきましては、本製品の販売窓口までお気軽にお問い合わせ下さい。 
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